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              【背 景】
 腹腔鏡下手術は, 胆嚢摘出術においてその有用性, 低侵襲性が広く認められ, 急速に普及して
 きた。 近年, 鏡視下手術の生体に対する生理学的な影響の検討がしばしば行われるようになって
 きたが, いま だ十分と は言えない。 今後これらの手術の適応が拡大されていく にあたっては, こ
 のような基礎的な検討が非常に大きな意義を持ってくると考えられる。 一方, 膵は後腹膜臓器で
 あるため, 従来の開腹手術では大きな皮膚切開を必要としてきた。 また, 術野を展開するために,
 常に周囲臓器を圧排していなければならず, 術後の消化管運動に少なからず影響を与えていたも
 のと考え られる。 このような観点からも, 一部の膵手術は今後腹腔鏡下手術の良い適応になって
 いく ものと思われる。
 今回は犬を用いて腹腔鏡下及び開腹下に膵尾側切除術を施行 し, 両群間で術後消化管運動機能
 およ び副 腎皮質ホルモ ンな どの動態を比較検討することを目的と した。
              【対象と方法】
 実験に使用 したのは20kg の雌性雑種成犬 10頭で, 手術室にて全身麻酔がかかった時点で, 2
 群に無作為に振り分けた。 以後 Group Aを腹腔鏡下群, Group Bを開腹群とする。
 手術方法は, まず腹腔鏡下群では二酸化炭素ガス 15mmHg にて気腹の後, 径 12mm の trocar
 4本を腹部左側に挿入し, 上腸間膜静脈前面にて EndoGIA にて膵を切離した。 開腹群では上腹
 部正中に 20cm の皮膚切開創をおき, 以後の操作は腹腔鏡下群と同様に行った。 なおいずれの群
 においても ACTH, Cortiso1 の日内変動の影響を考え, 手術は朝9時から行った。
 消化管運動機能の検討は, fed state transit time および手術開始から術後初回の便排泄まで
 の時間を測定した。 transit time は 20 個の radiopaque marker が入ったカプセルを投与 し, 2
 時間毎に腹部単純X 線写真を撮影, 胃あるいは体内に残っている marker の数を測定して行った。
 今回はgastric emptying time とmouth一七〇一anus transit time を測定したが, いずれの場合も
 10 個の marker が胃あるいは体内から排出されるまでの時間を 七ransi七 time とした。 この tran-
 sit study は術前と術後に行い, 術前は朝9時に食餌と一緒にカ プセルを摂取させ, 2時間毎に
 撮影を行った。 術後は手術終了直後, 全麻下に直達鏡にて直接食道下部にカプセルを挿入し, 食
 餌は麻酔か ら覚醒すると同時に摂取可能な状態と した。
 Stress response は血清contiso1, Interleukin-1, amylase, 血中glucoseを測定した。 採血は
 手術1週間前の朝9時, 術後は手術開始から4時間後, 8時間後, 24 時間後, 72 時間後に採血
 一522 一
 し, まず glucose を全血で測定, 次いで血清を採取し他の測定を行った。
                【結 果】
 手術時間では平均でA群 75 分, B群 37 分と開腹群で約半分の時間であった。
 Gastric emptying time は術前ではA群3.9 時間, B群 2.5 時間と有意差は認められなかった。
 術後はA群 19.5 時間, B群 26.5 時間と7時間の差を認めたものの, 有意ではなかった。 両群と
 も術前との比較では術後は有意に延長 していた。
 Moutぬ一to-anus transit 七ime は術前ではA群 19.8 時間, B群 13 時間と有意差は認めなかっ
 た。 術後はA群 31.3 時間, B群 39.3 時間と8時間の差を認めたものの, 有意ではなかった。 し
 かし各群で術前と術後を比較してみると, 腹腔鏡下群では術前後で有意差はないものの, 開腹群
 では術前に比 し有意 に排泄が遅れていた。
 術後初回便排泄までの時間は腹腔鏡下群で 18.1 時間, 開腹群で 33.1 時間と開腹群で有意に排
 泄が遅れていた。
 血清 cortisol は両群とも術開始4時間後に腹腔鏡下群 12.2μg/dl, 開腹群で 14.3μg/d1 と最
 高値に達 し, 以後次第に減少した。 最高値の値に有意差は見られなかったが, 術開始8時間の時
 点で腹腔鏡下群ではすでに術前と有意差のない レベルま で低下 して.い るのに対 し, 開腹群では依
 然有意に高い値にと どま っていた。
 Interleukin-1 は術開始後, 両群ともに24 時間後が最高値であったが腹腔鏡下群で開腹群に比
 べ有意に低値であった。 また amylase, Glucose は両群とも術後有意な変動は示さなかった。
               【結 論】
 以上の結果よ り, 犬のモデルを用いた腹腔鏡下膵尾側切除術は開腹による手術に比較 し, 術後




 腹腔鏡下手術は, その有用性, 低侵襲性が広く認められ, 急速に普及してきたが, 鏡視下手術
 の生体に対する生理学的な影響の検討は, いまだ十分とは言えない。 一方, 膵は後腹膜臓器であ
 るため, 従来の開腹手術では大きな皮膚切開を必要としてきた。 また, 術野を展開するために,
 常に周囲臓器を圧排 していなければならず, 術後の消化管運動に少なからず影響を与えていたも
 のと考えられる。 このような観点からも, 一部の膵手術は今後腹腔鏡下手術の良い適応になって
 いく ものと思われる。
 著者は犬を用いて腹腔鏡下及び開腹下に膵尾側切除術を施行 し, 両群間で術後消化管運動機能
 および副腎皮質ホルモ ンな どの動態を比較検討した。 実験に使用 したのは雌性雑種成犬 10 頭で,
 腹腔鏡下群, 開腹群の2群に振り分けた。 腹腔鏡下群ではtrocar 4本を腹部左側に挿入し, 開
 腹群では上腹部正中に 20cm の皮膚切開創をおき, 上腸間膜静脈前面にて膵を切離した。
 消化管運動機能の検討は, fed state transit time のうち特に gastric emptying time と
 mouth-to-anus transit time, および手術開始から術後初回の便排泄までの時間を測定した。
 stress response は血清cortisol, Interleukin-1, amylase, 血中 glucose を術前, 手術開始から
 4時間後, 8時間後, 24時間後, 72 時間後の各時点で測定した。
 その結果, 術後 mouth-to-anus transit time は両群間で有意差はなかったが, 各群で術前と
 術後を比較 してみると, 腹腔鏡下群では術前後で有意差はないものの, 開腹群では術前に比 し有
 意に排泄が遅れていた。 gastric emptylng time は, 術後, 腹腔鏡下群 19.5 時間, 開腹群 26.5
 時間と7時間の差を認めたものの, 有意ではなかった。 術後初回便排泄までの時間は開腹群で有
 意に排泄が遅れていた。
 血清 coritisol は両群とも術開始4時間後に最高値に達 し, 以後次第に減少した。 最高値の値
 に有意差は見られなかったが, 術開始8時間の時点で腹腔鏡下群ではすでに術前と有意差のない
 レベルまで低下 しているのに対 し, 開腹群では依然有意に高い値にとどま っていた。
 Interleukin-1 は術開始後, 両群ともに 24 時間後が最高値であったが腹腔鏡下群で開腹群に比
 べ有意に低値であった。 またamylase, glucose は両群とも術後有意な変動は示さなかった。
 これらの結果より, 犬のモデルを用いた腹腔鏡下膵尾側切除術は開腹による手術に比較 し, 術
 後消化管運動機能の速やかな回復と, 血中ホルモン動態の早期の回復また cytokine 動態からは
 低侵襲であることが明らかになった。
 この研究は, 膵手術のモデルを使ったことあるいは fed state transit time を測定 している
 点で画期的な研究であると同時に, 腹腔鏡下手術の低侵襲性を論じる上で臨床に直結した重要な
 研究であり, 博士号 (医学) 授与に値すると判断される。
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